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1はじめに 

光技術が発展し続けるに伴い、光センサも小型化・

高性能化を求められるようになっている。導波路型の

光センサは、それらの要求を満たすのに適したセンサ

である。本研究では、2 本の光導波路を近接させるこ

とで導波路間に光結合が起こる方向性結合器を利用し

て構成される光センサを設計したので報告する。[1] 

 

2原理、構造 

図１に、方向性結合器を利用した導波路型雨滴検知

装置の動作原理を示す。入射ポートである port1 より

光波を入射する場合について考える。図 1(a)は core

の周りが空気であり、図 1(b)は雨滴で満たされている

と仮定する。図１(a)と図 1(b)ではクラッド層の媒質が

異なるため、方向性結合器での光波の結合量は異なる。

導波路パラメータを調整することにより、図 1(a)では、

port1 へ入射した光波が最終的にバーポート(port3)か

ら出射され、図 1(b)ではクロスポート(port4)から出射

されるように設計することができる。 

 

 

 

 

      （a）雨滴なし 

 

 

 

      （b）雨滴あり 

 

図１ 導波路型光センサの原理 

 

3 結果 

導波路コア層をSi（屈折率 3.50）、クラッド層を SiO2

（屈折率 1.45）として、波長 1.55µmで素子を設計し

た。導波路の全長を 1300μm、結合長を 310μm とし

設計した場合の光波の伝搬の様子を図 2に示す。 

試作した素子に光波を入射し、雨滴の有無による光

波伝搬の様子を評価した。図３に出射端における近視

野像を示す。雨滴の有無により光波の結合が変化して

いる事が分かる。 

 

 

 

 

 

 

  

      

  (a)雨滴なし                   (b)雨滴あり 

  図 2 光波伝搬の解析結果 

 

 

 

 

 

(a)雨滴なし            (b)雨滴あり 

図 3 出射端の近視野像 
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